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れ始めた。1935 年に、E.H.Johnston と H.W.bailey がチベットで『宝性論』の

























ると指摘している。その後、Diana Mary Paul が The Buddhist Feminine Ideal: 

















1999,	pp.269-274.	拙論 2016,	pp.1-35.	鶴見良道 1974,	pp.162-163.	鶴見良道 1975,	





























花山信勝 1976,	pp.1-12.	金治勇 1967,	pp.346-349.	金治勇 1968,	pp.55-59.	金治勇
1971,	pp.1-16.	金治勇 1973,	pp.25-38.	金子大栄 1921,	pp.8-31.	山田亮賢 1948,	
pp.33-46.	望月一憲 1968,	pp.110-114.	
２４富貴原章信1961,	pp.197-205.	藤井教公1982,	pp.25-49.	鶴見良道1975,	pp.134-140.	
鶴見良道 1976,	pp.207-209（R）.	鶴見良道 1977a,	pp.45-61.	鶴見良道 1977b,	
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「（1）、avidyā-vāsa-bhūmi(Tib. ma-rig paḥi gnas-kyi-sa) 
これは『宝性論』の梵本や、『勝鬘経』のチベット訳における用例であり、多
くの漢訳が「無明住地」としているものとよく合致する。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３１「梵語婆毘吠迦 bhāvaviveka の訳。西藏名 legs-ldan-ḥbyed.又婆毘薛迦に作り、明
辯、或は分別明とも訳し、一に bhavya（西 legs-ldan）に作る。南印度の人なり。タ
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